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中
国
天

台
宗
の

歴

史
を

概

観
す
る

に
、

北
宋
期
に

端
を
発
す
る

山
家

山

外
の

論
争
は

、

南
宋
の

時

代
に

至
っ

て

も
依
然

少
な

か

ら
ぬ

余
波
を

残
し

た

と

言
え
る

。

山

家
派
の

門

流
は

そ
の

領
袖
た
る

四

明
知
礼
の

没

後
、

い

く
つ

か
の

分
派
に

別
れ
る
こ

と
と

な
っ

た
。

智
湧
了
然
（

一

〇

七
六

−
一
一

四

こ

は

こ

の

う
ち

神
照

本
如
の

系
統
に

連

な

る

学
匠
で

あ

り
、

知
礼
か

ら

数
え
て

四

代
目
の

法
孫
に

当
た

る
。

そ
の

所
著
と

し
て

は
、

山

家
派
の

後
裔
と

し

て

の

立

場
か

ら

伝
慧
思

撰

『

大
乗
止
観
法
門
』

に

註

釈
し

た

『

大
乗
止

観

法
門

宗
円

記
』

（

以

下
『

宗
円

記
』

）

五

巻
、

ま

た

『

十
不
二

門
』

を

解
説
し

た

『

十
不
二

門
枢
要
』

二

巻
が

伝
わ
っ

て

　
（

1
）

い

る
。

　

了
然
の

所
説
に

お
い

て

は
、

克
実
・

随
名

、

所
依
・

当
体

、

功
帰
・

就

法
等

、

二

句
一

対
の

異

な

る

判
を

立
て

て
、

そ

れ

ら

に

基
づ

い

て

解

釈

す
る

例
が

頻
繁
に

見

受
け

ら

れ

る
。

こ

れ

ら
の

両
の

観
点
に
よ

る

判

釈
は
、

い

ず
れ

も
差
別
・

無
差

別
の

相
即
等
の
一

見
矛

盾
す
る

命
題
を

会

通
す
る
こ

と

を
目

的
と

し
、

ま

た
こ

れ

ら

の

二

か

ら

な

る

判
釈
は

、

概
ね
理

体
と

事
用
と

の

対
比

関
係
に

属
す
る

も

の

と

言
い

得
る

。

そ
も

そ
も

、

判
釈

に

際
し

て

体
用

義
を
重
視
す
る

の

は
、

ど

ち
ら
か

と
い

え

ば

山

外
派
の

学
匠
に

顕

著
な
傾
向
と

言
え
る

が
、

了
然
に

お

け
る

体
用

相
即
の

理

解
は

こ

れ

ら

の

諸
師
と

も
ま

た

異
な
る

も
の

の

よ

う
に

思

う
。

小

稿

で

は
、

こ

の

よ

う
な
二

義
判
釈
が
当
人
の

如
何
な
る

思
想
を

反
映
し

た

も
の

で

あ
る

か
、

了
然
の

著
作
に

見
え
る

こ

れ

ら
の

判
釈
方

法
の

類

型

に

対
す
る

検
討
を
通
し
て

考
察
を
加
え
た
い

と

思
う

。

　
ま

ず
、

了

然
が
二

義
の

判
を
用
い

て

説
く

「

体
」

の

解
釈
に
つ

い

て
、

例
に

随
っ

て

確
認
し

た
い

。

『

十

不
二

門

枢
要
』

巻
上
に

は
次
の

よ

う

に

見
え

る
。

己

心
之

体
、

有
二

随
名
辯
レ

体
、

有
二

克
実

論
フ

体
。

若
随
名
辨
レ

体、

即
是
生

仏
・

依
正
・

色
心

、

名
下

所
詮
差
別
之

体
。

其
差
別
者

、

有
レ

生
有
レ

仏、

有

レ

依
有
レ

正
、

有
レ

色
有
レ

心、

各
各
有
レ

体
。

若
克
実
論
レ

体
、

則
衆
生

与
レ

仏、

依

正
・

色
心、

同
一

真
性
而

為
二

其
体

ハ

実
無
二

差
別

の

今
云

二

色
心
体
絶一

者
、

乃

是
随

名
辨
レ

体
、

此

体
可
レ

絶
。

若
其
克
実
論
レ

体
、

体
何
可
レ

絶
。

祖

師

云
、

非
レ

謂
三

空
無
二

心
体
』

然
生

仏
・

依
正

、

差
別
体
絶
者、

功
用一

三

観一

妙
故
方
レ

絶
。

何
者

、

以
レ

了
二

生

仏
・

依
正
・

色
心
即
空

仮
中
円

融
妙
一
一

故
、

能
絶
二

於
差

別

妄
体
一

妄
体
既
絶

、

実
性
斯
彰

。

故
日

、

惟
一

実
性、

無
一
空
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鳧
　
こ

こ

に

見

え
る

よ

う
に

、

了
然
は

随

名
・

克

実
の

両
判

に

よ
っ

て

「

体
」

と

い

う
語
の

有
す
る
二

つ

の

意

味
を

挙
げ
て

い

る
。

ま

ず
、

随

名
の

観
点
に

よ

る

な
ら

ば
、

体
と

は
生
仏
・

依
正
・

色
心
等
の

二

辺

に

代
表
さ

れ

る

差
別
の

諸
相
で

あ
り

、

そ
の
一

つ

一

つ

が

体
を

有
す
る

と

い

う
こ

と

に

な
る

。

対
し
て

、

克

実
の

判
に

寄
せ

て

体
と

言

う
時
は

、

諸
々

の

差

別
相
が

帰
す
る

と

こ

ろ

の
、

無
差
別
の

同
一

真
性
が
こ

れ

に

当
た

る
。

さ

ら

に

続
け
て

、

随
名
の

体
は

断
絶
さ
れ
る
べ

き

有
差
別
の

妄
体
で

あ

り
、

こ

の

体
が

滅
さ
れ

た

と

き
実
性
の

体、

す
な
わ

ち
克
実

の

判
で
い

う
と

こ

ろ

の

体
が

現
れ

る

と

明
か

し

て

い

る
。

　
ま
た

、

『

宗
円

記
』

巻
三

に

は
、

法
身
に
つ

い

て

在
障
・

出

障
の

義

を
釈

す
る

に

際
し

、

次
の

よ

う
に

二

判
を

用
い

る

例
が

見
え
る

。

問
、

何
故
今
文
論
二

障
出
、

惟
就
レ

事
辨

、

不
レ

従
レ

性
耶

。

答、

性
之

染
浄、

与
二

事
染
浄
（

体
同
義
異

。

今
従
二

義
異

ハ

不
二

就
レ

性
辨

』

何
者、

由
二

性
之

染

浄
既

是
性一

故、

故
体
融
一

味
。

雖
レ

有一一
二

名
ハ

其
実
一

体
。

不
レ

同
二

事

中
＊

灼
然
二

体
の

…
…

問
、

既
有
二

随
名
辨
ワ

体
、

且

性
染
・

性
浄
二

名
、

豈
無
二

随
名
之

体
勾

何
故

但

云
二

事
中
有
ワ

体
。

答、

性
之
染
浄
名

、

随
名
辨
レ

体
者

、

染
浄
二

名
、

名

従
レ

事
得

。

随
名
辨
レ

体、

体
還

是
事

、

但
約
二

義
異

』

以
三

性
染
浄
義
異
二

於

事
・

故
、

性

染
浄
二

名、

名
下

之
体

、

体
是
於
レ

性
。

既
是
於
レ

性
、

性
則
真

実
、

故
非
二

二

体
司

所
以

得
レ

云
二

体
融
一

味
司

如
レ

此
還
成一

克
実

論
ぴ

体
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ヨ

　

（

＊

灼

　
　
原

文
に

は

炮
に
つ

く
る

、

こ

こ

で

は

文
意
に

随
い

改
め

た
。

）

ま
ず
初
め

の

問

答
で

は
、

性
の

染
浄
と

事
の

染
浄
と

が

体
同
義
異
の

智
湧
了
然
の

二

義
判

釈
に
つ

い

て

（

弓

　
場）

関
係
に

あ

る
こ

と

を
明
か

し
、

性
の

染
浄
が

体
融
一

味
の
一

性
で

あ
る

の

に

対
し

て
、

事
中
の

染
浄
は

明

瞭
に

可
数
の

差

別

相
を

有
す
る

と
し

て

い

る
。

続
く
問
答
に

お
い

て

は
、

た
と

え
性
の

境

界
で

あ
ろ

う
と

染

浄
と

い

う
名
が

あ
る

以

上
、

随
名
の

体
が
存
す
る
こ

と

を

免
れ

な
い

の

で

は

な
い

か
と
い

う
問
い

に

対
し

、

性
の

染
浄
の

名
は

義
異

、

す
な
わ

ち
随
名
の

判
に

よ

る

も
の

で

あ
り

、

克
実
に

従
え

ば
二

名
が
あ
る

と

は

い

っ

て

も
二

体
は

な
く

、

体
融
一

味
と

言
い

得
る

の

で

あ
る

と

答
え
て

い

る
。

従
来
の

山
家

義
に

よ

る

な

ら

ば
、

事
に

お

け
る

差

別
は

そ
の

ま

ま

性
に

お

け
る

差
別

で

あ
る

と

す
る

当
体
全
是
の

相

即

義
に

基

づ

い

て
、

性
の

境

界
に

お
い

て

も
差
別

相
が

宛
然
と

具
わ

る

と

説
く

。

し
か

る

に
、

了

然
は

差
別
の

当
体
の

体
と
一

性
の

体
と

は

そ
の

指
す
と
こ

ろ

の

内
容
を
別

に

す
る

も
の

で

あ
り

、

克
実
の

観
点

に

よ

る

以
上

は
、

性

に

お
け

る

差
別
は

存
さ

な
い

と

説
く
の

で

あ
る

。

　

こ

こ

ま
で

見
て

き
た

よ

う
に

、

了
然
が

言
う
と

こ

ろ

の

「

体
」

と

は

判
釈
の

違
い

に

よ
っ

て

二

種
の

意
味
が
あ
る

と
い

う
こ

と

に

な
る

だ

ろ

う
。

ま

ず
、

随
名
の

判
に

お
い

て

は

体
と

は

差

別
相
各
々

の

「

当

体
」

で

あ
り

、

そ
の

数
も
ま
た

法
相
の

多
寡
に

随
う
も
の

で

あ
る

。

こ

れ

に

対
し

て

克
実
の

判
で

は
、

妄
情
の

諸
法
差

別
を
超
越
し

た
一

性
の

み

を

体
と

す
る

。

す
な
わ

ち
、

随
名
・

克
実
の

二

判
を

用
い

る

と

き
、

両
者

の

間
に

は
一

多
・

真
妄
の

対
比

関
係
が

意
識

さ

れ

て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

こ

の

よ

う
に
二

判
を

設
け
る
こ

と
に
よ
っ

て
一

性
と

差
別
相
と

の

対
立

を
説
く
了
然
の

立

場
は

、

い

わ

ゆ
る

摂
相
帰
性
義
と

近
似
す
る

も

二
一

七

一 769 一
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智

湧
了
然
の

二

義
判

釈
に
つ

い

て

（

弓

　
場
）

の

の

よ

う
に

も
思
わ

れ

る
。

こ

の

点
に

つ

い

て

は

了
然
自
ら

も
認
め

る

と

こ

ろ

で

あ
っ

た

よ
う
で

、

『

宗
円

記
』

巻
五
に

お
い

て

は
、

三

諦
三

千

の

差

別
義
へ

の

偏
向
を

強

め

た

当
時
の

山
家
派
に

お
け
る

悪
風
を
戒
め

る

必

要
か

ら
、

本
書
で

は

敢
え
て
一

性
の

辺
を

殊
更
に

強
調
す
る

の

で

　
　

　
　

　

　
　

　
（

4）

あ
る

と
述
懐
し
て

い

る
。

ま

た
、

同
巻
三

で

は

「

大
乗
止
観
法
門
』

の

「

蓋

由
下

相
無一

自
実

ハ

起
必

依
歩

心
。

心
体
既
融

、

相
亦
無
礙
也

。

」

と

い

う
箇
所
に

註
釈
す
る

な

か
、

以

下
の

よ

う
に

問
答
を
立
て

る
。

　
問

、

与
丑
日

人

云

摂
レ

色
帰
レ

心
方

具
、

何
別

。

答、

一

者
、

言

同
意
別

。

二

　
者

、

言
意
倶
別

。

且

言
同
意
別
者

、

若
取
二

妄
之

色
心

、

倶
名
為
レ

色
。

真
之

　
色
心、

倶
名
為
レ

心
。

亦

得
レ

謂
二

之
摂
レ

色

帰
レ

心
、

其
色
方
具

』

若
言
意
倶

　
別
者、

須
レ

知
、

天
然
一

性
、

不
二

名
為
ワ

色
、

不一一
名
為
万

心
。

附
レ

世

仮
立

、

　
日
レ

色
、

日
レ

心
。

若
以
二

天
然
一

性
一

名
レ

心、

則

摂一一
妄
色
・

妄

心一

帰
レ

心
、

　
其
色
心
方
具。

是
故

不
二

独
摂
レ

色
帰
F

心
、

亦
乃

摂
レ

心

帰
レ

心
。

若
以
二

天

　
然
一

性

名
レ

色
、

則
摂
二

妄
色
・

妄
心
一

帰
レ

色
、

其
色
心
方
具

。

是

故
不
二

　
独
摂
レ

色

帰
F

色、

亦

乃

摂
レ

心

帰
レ

色
。

此

約
二

摂
レ

事
帰
レ

理、

其
事
方
具

司

　
功
帰
在
レ

理
、

就

法
在
レ

事
。

若
直

従

就
法一

而
辨、

則
妄
心
亦

具
、

妄
色
亦

　
具

。

不
下

必
云
中

摂
二

色
心一

帰
レ

心
、

摂
二

色

心・

帰
占

色
。

此
之
二

義、

随
レ

説

　
　

　
　

　

　
　
　

らソ

　
不
レ

同、

旨
在
二

一

時
の

　
こ

こ

に

取
り
上

げ
ら

れ

る

「

昔
人
」

の

説
と

は
、

主
に

源

清
の

『

十

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（
6）

不
二

門

示

珠
指
』

の

所

論
を

指
し

て

言
う
も
の

と

思
わ

れ
る

。

こ

こ

で

了
然
は

自

説
と

山

外
派

説
と

の

相
異
に
つ

い

て
、

言
同
意
別
・

言
意
倶

別
の

二

点
に

約
し
て

次
の

よ

う
に

説
明
す
る

。

ま
ず

、

言
同
意
別
と

い

う
の

は
、

自
ら
の

取
る

と
こ

ろ

に

よ

る

な
ら
ば

、

妄
の

色
心
は

そ
の

い

ず
れ
も
が

色
と

呼
び

得
る

の

で

あ
り

、

同
様
に

真
の

色
心
は

い

ず
れ

も

二
一

八

が
心
の

範
躊
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

真
妄
の

別

は

照
ら

す
と

こ

ろ

の

観

点
の

違
い

に

よ
っ

て

生
じ
る

も
の

で

あ
る

が
、

こ

れ

も
ま
た

妄
情
を

離

れ

て

真
心
に

帰
し

、

は

じ

め

て

色
が

心
に

具

わ

る

と
い

う
意
味
で

、

言

葉
の

上

で

は

山
外

義
と

同
様
で

あ
る

と

言
え
る

。

次
に

、

言
意
倶
別
と

は
、

こ

こ

で

言
う
天

然
の
一

性
と

は

色
心

の

別
を
超
越
し

た

も
の

で

あ

る

た

め
、

こ

の
一

性
と

色
心
と

の

関
係
は

功
帰
・

就
法
の

両
観
点
に

照

ら

し
て

自
在
に

説
示
し

得
る

。

し

た

が
っ

て
、

色
心
の
二

者
に

お
い

て
、

一

方
の

心
の

義
の

み

を

重
視
す
る

山
外
説
と

は

全
く
異
な
る

も
の

で

あ

る
。

　

そ

の

他
、

『

宗
円

記
』

巻
四

に

は

自
ら

の

立

場
と

山

外
派
説
と

の

相

異
を
説
い

て

次
の

よ

う
に

言
う

。

　

文
云
三

本
性
具
コ

足
寂
用
二

義｝

者
、

具
レ

寂
是
具
レ

体、

具
レ

用

是
具
レ

相
。

若

　

祗
以
二

中
道

之
体一

為
二

能
具

一

染
浄
二

性

為
二

所
具
訥

恐

違
二

此

文
の

何

者
、

　

今
文
指
レ

寂

為
レ

体
、

既
云
三

本

性
具
」

足

寂
用
二

義
ハ

故
本

性
是
能
具

、

中
体

　

亦
所
具。

同
−

荊
渓
云
内

本
謂
・
一

性
ハ

具
引

足
自
他
脚

故
自
行
之

体
亦
為
二

所

　

具
』

彼
宗
因
下

以
二

中

道

為
中

能
具
」

故、

指

空
中一

為
貍

墨

俗
諦
為
二

事

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　
アリ

　

別
司

豈

知
丁

荊
渓
云
丙

総

謂一

涅

槃ハ

別
謂
乙

三

徳
脚

　

こ

こ

で

了
然
は

、

中
道
を

能
具

、

染
浄
二

性
を

所
具
で

あ
る

と

す
る

見

方
を

斥
け

、

実
に
は

本
性
が

能

具
で

あ

り
、

こ

こ

に

お
い

て

は

中
道

の

体
も
ま
た

所
具
に

他
な
ら

な
い

と

主
張

す
る

。

同
様
に

、

山

外
派
が

説
く

と

こ

ろ

の

唯
仮
三

千
の

説
に
よ

る

な
ら

ば
、

空
・

仮
・

中
の

三

諦

の

中

に

は

理
総
で

あ
る

空
・

中
と

事
別
に

当
た

る

仮
と
い

う
二

分
が

存

す
る
こ

と

に

な
る

が
、

湛
然
が

『

法
華
玄
義
釈
籤
』

巻
八

に

お
い

て

総
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と

は

涅
槃

、

別

と

は

三

徳
を

指
す
と

明
か

し
て

い

る

よ

う
に

、

三

と
い

う
数
か

ら

成
る

以

上

は
三

徳
も
ま

た

そ

れ

自
体
が

差
別

相
で

あ
る

と

説

　

　
　
（
8

）

い

て

い

る
。

つ

ま

り
、

了
然
に

お
い

て

は
一

性
の

側
面
と

差
別
の

側

面

と

は

厳
然
と

し

て

分

け
ら
れ

る
べ

き
も
の

で

あ
り、

理

総
事
別
を
重
視

す
る

点
で

は

山
外
義
と
同
様
で

あ
る

が
、

彼
ら

の

如
く
色
心
や
三

諦
等

の

内
部
に

お
い

て

理

事
の

二

分
を
設
け

る
こ

と

は

せ

ず
、

飽
く
ま
で

も

照
ら

す
と

こ

ろ

の

判
釈
に

よ
っ

て

理
総
と

事
別
と
の

対
比

が

生

じ

る

こ

と

と

な

る

の

で

あ
る

。

　

以

上
、

了
然
の

解
釈
に

お

け
る

思
想
的
特
色
に
つ

い

て
、

二

義
判
釈

を

用
い

る

例
を

中
心
に

確
認
し

た
。

そ
の

所
論
に

お
い

て
、

具
相
家
説

と

具
性

家
説
を

並

び

評
し

た

上

で
、

そ
の

い

ず
れ

と

も

異
な

る

独

自
の

立

場
を
打

ち

出

さ

ん

と

す
る

意

図
が

見
受
け
ら

れ

る
こ

と

は
、

既

に

先

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
9）

学
の

指
摘

す
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

先
に

触
れ

た

よ

う
に

、

了
然
が
一

性

義
を

強
調
し

た

背
景
に

は
、

当
体
全
是
の

具
相
義
に

傾
倒
す
る

山

家
の

門
徒
ら

に

対
す
る

危
機
感
が

窺
わ

れ

る
。

了

然
に

よ

る
二

義
判

釈
は

、

こ

う
し

た

宗
内
に

お

け
る

偏
向
を

正

す
た

め

に
、

一

性
義
を

山

外
派
と

は

異
な

る

形
で

も
っ

て

取
り
入
れ

る

こ

と

を
試
み
た

も
の

と

言
え
る

だ

ろ

う
。

1
　
了

然
の

思

想
を

扱
う
先
学
の

研
究
と

し
て

は
、

安
藤

俊
雄
『

天

台
思
想

　

史
』

（
法
蔵
館

、

一

九
五

九

年
）

、

池
田

魯
参
「

『

大

乗
止

観
法
門
』

研
究

　

序
説
」

（

『

駒

澤
大
学
仏

教

学
部
論
集
』

五
、

一

九

七
四

年）
、

大
松
博
典

智
湧
了
然
の

二

義
判
釈
に
つ

い

て

（
弓

　
場）

　
「

智
湧

了
然
と

宋
の

天

台
」

（
『

印
度
学
仏
教
学

研
究
』

第
三

〇
巻

第
二

号、

　
一

九
八

二

年）

等
が

あ
る

。

2
　
続
蔵
二

　
五
・
一
】

八

丁
左

。

3
　
続
蔵
ニ

ー
三
・

三

九

八

丁
左

。

4
　
問

、

一

性
之

語
、

亦
通
二

此

記
』

前
後
何
以
二

一

性　

惟

為
レ

円
耶

。

答
、

　

此

記
前
後
之
一

性
者

、

乃
是
三

千

即
一

之
性

。

所
以

惟
円

。

為
レ

患
下

学
二

　

山

家｝

者
凡
談
二

円
性
一

惟
執
二

三

諦
三

千一

而

不
去

本
二

於
師
祖
之
意
一

故、

　

以
二

］

性
一

而

導
」

達
之
謁

後
人
其
或

惟
執一
二

性
ハ

必

須
下

後

以
三
二

諦

　

三

千一

而
導
咽

達
之

抄

然
三

千
．
一

性
、

殊
レ

名
而
同
レ

体
。

無
＝・
惟
執
レ

名

　

以

失
二

円
旨
ゆ

（

続
蔵
ニ

ー
三
・

四
二

二

丁

右
）

5
　
続

蔵
ニ

ー
三
・

四

〇
一

丁
右

。

6
　
『

四

明
十
義
書」

に

は
「

十

不
二

門
示
珠
指』

の

所
説
を
「

摂
レ

色
帰
レ

心
」

　

と

評
す
る

例
が

散
見
さ

れ
る

。

大
正

四
六
・

八

三
七

頁
中

等
。

7
　
続

蔵
ニ

ー
三
・

四

〇
九

丁
左

。

8
　
所
引
の

『

法
華
玄
義
釈
籤
』

巻
八

の

文
は

大

正一
三一一
・

八

六

九
頁

。

原

　

文
に

は

⊃

謂
二

涅
槃
ハ

三

謂
二

二

徳

L

と

あ
る

。

9
　
安
藤
氏
前
掲
『

天

台
思

想

史
』

一

五
三

頁

　
一

五

七

頁

参
照

。

A

キ

ー

ワ

ー
ド
〉

山

家
派

、

『

大
乗
止

観
法
門

宗
冂

記』
、

『

十
不
二

門
枢
要』
、

一

性、

理

総
事
別

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

早
稲
田

大
学
大

学
院
）

二
一

九
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